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必
須
イ
ン
フ
ラ
の
一
つ
と

し
て
、
我
々
の
生
活
に
定
着

し
て
い
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

起
源
は
、
紀
元
前
２
３
６
年

と
と
て
も
古
い
。
ギ
リ
シ
ャ

人
の
ア
ル
キ
メ
デ
ス
が
考
案

し
た
人
力
昇
降
機
が
、
元
祖

と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後

中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
使
用

さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
人

力
以
外
の
動
力
を
用
い
た
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
登
場
は
、
元
祖

登
場
か
ら
２
０
０
０
年
以
上

経
っ
た

世
紀
に
な
っ
て
か

ら
だ
。
当
時
は
ま
だ
安
全
性

の
確
保
が
不
十
分
だ
っ
た
た

め
、
昇
降
機
は
も
っ
ぱ
ら
貨

物
専
用
だ
っ
た
が
、
１
８
５

２
年
に
よ
う
や
く
安
全
装
置

が
取
り
付
け
ら
れ
、
人
員
輸

送
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
誕
生

し
、
今
に
至
る
。
性
能
向
上

に
よ
り
、
世
界
各
国
で
高
層

建
築
物
の
建
設
が
可
能
と
な

る
な
ど
、
開
発
に
よ
る
功
績

は
非
常
に
大
き
い
。
そ
し
て

現
在
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
移

動
性
能
の
向
上
　
省
エ
ネ

「
デ
ザ
イ
ン
」
な
ど
の
進
化

を
繰
り
返
し
、
我
々
の
生
活

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

　
三
菱
電
機
の
「
標
準
型
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
　
Ａ
Ｘ
Ｉ
Ｅ

Ｚ
」
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
に
よ
る
快
適
な
移
動
空

間
を
追
求
し
て
き
た
。
モ
デ

ル
チ
ェ
ン
ジ
し
た
今
回
の

「
Ａ
Ｘ
Ｉ
Ｅ
Ｚ
」
は
、
省
エ

ネ
機
能
を
充
実
さ
せ
る
た

め
、
か
ご
室
に
発
光
ダ
イ
オ

ー
ド

Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
を
採

用
し
た
こ
と
に
加
え
、
か
ご

と
お
も
り
の
バ
ラ
ン
ス
を
最

適
化
し
た
。
待
機
時
の
ム
ダ

な
電
力
を
カ
ッ
ト
し
、
オ
フ

ィ
ス
仕
様
の
場
合
、
従
来
機

比
最
大

％
の
省
エ
ネ
に
成

功
。
さ
ら
に
、
オ
プ
シ
ョ
ン

機
能
で
は
あ
る
が
、
運
転
時

に
発
生
す
る
回
生
電
力
を
、

建
物
内
の
電
力
設
備
に
有
効

利
用
す
る
「
回
生
コ
ン
バ
ー

タ
ー
」
を
併
用
す
る
と
、
最

大

％
の
省
エ
ネ
と
な
る
。

　
待
ち
時
間
や
乗
車
時
間
の

短
縮
化
に
貢
献
す
る
の
が
、

乗
車
率
に
応
じ
て
最
適
な
最

高
速
度
を
選
択
す
る
「
ス
ー

パ
ー
可
変
速
シ
ス
テ
ム
」

だ
。
従
来
の
シ
ス
テ
ム
は
、

運
行
速
度
の
変
化
が
段
階
的

だ
っ
た
が
、
連
続
的
に
行
え

る
よ
う
に
な
っ
た
の
に
加

え
、
空
か
ご
や
一
人
乗
り
の

状
態
で
も
高
速
化
を
実
現
す

る
。
通
常
速
度
は
毎
分

だ
が
、
最
大
毎
分
１
０
５

ま
で
加
速
す
る
。

　
操
作
・
安
全
性
に
関
し
て

は

子
供
や
車
い
す
利
用
者

に
配
慮
し
た
標
準
操
作
盤
の

側
面
配
置

操
作
感
に
配
慮

し
た
凸
文
字
の
採
用

空
間

認
識
・
音
声
認
識
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ー
ス

挟
ま
れ
・
引
き

込
ま
れ
防
止
機
能

敷
居
間

隔

、
マ
ル
チ
ビ
ー
ム

ド
ア
セ
ン
サ
ー
、
気
配
り
ド

ア
、
ホ
ー
ル
モ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
サ
ー

―
な
ど
、
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
や
エ
ク
ス

ペ
リ
エ
ン
ス
デ
ザ
イ
ン
を
基

盤
と
し
た
仕
様
を
実
現
。
ま

た
、
ス
テ
ン
レ
ス
や
ク
リ
ス

タ
ル
の
ア
ク
シ
ョ
ン
ボ
タ
ン

は
、
照
明
色
に
よ
る
視
覚
対

応
は
も
ち
ろ
ん
、
触
覚
的
知

覚
情
報
を
盛
り
込
ん
だ
ダ
ブ

ル
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
簡
潔
操
作

を
誘
導
し
て
い
る
。

　
万
が
一
へ
の
備
え
も
欠
か

せ
な
い
。
地
震
に
は
初
期
微

動
Ｐ
波
と
、
揺
れ
の
大
き
い

Ｓ
波
が
あ
る
が
、
初
期
微
動

Ｐ
波
を
感
知
す
る
セ
ン
サ
ー

を
標
準
搭
載
。
波
動
を
感
知

す
る
と
、
最
寄
り
の
階
に
着

床
し
て
ド
ア
を
開
放
、
避
難

経
路
確
保
に
努
め
る
。
か
ご

内
表
示
と
音
声
で
、
乗
客
に

避
難
を
促
す
仕
組
み
だ
。
ま

た
停
電
時
に
も
、
バ
ッ
テ
リ

ー
使
用
で
自
動
的
に
最
寄
り

の
階
へ
着
床
さ
せ
る
装
置

「
Ｍ
Ｅ
Ｌ
Ｄ
」
も
備
え
た
。

　
付
加
価
値
を
高
め
、
そ
の

建
物
の
顔
に
も
な
る
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
は
、
デ
ザ
イ
ン
も
重

要
だ
。
建
物
と
調
和
す
る
素

材
感
と
、
知
性
を
感
じ
さ
せ

る
精
度
感
を
備
え
、
乗
客
を

迎
え
る
。

用
途
に
応
じ
た

空
間
演
出
を
実
現
す
る
か
ご

室
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

素
材
感

を
追
求
し
た
操
作
表
示
器
具

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

の
深
化

側
面
壁
操
作
盤
、

操
作
感
に
配
慮
し
た
凸
文
字

・
Ｓ
Ｏ
Ｓ
マ
ー
ク
の
採
用
、

タ
ッ
チ
レ
ス
コ
ー
ル
、
ド
ア

周
り
の
安
全
機
能

―
と
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
デ
ザ

イ
ン
品
質
の
一
基
軸
と
し
て

位
置
づ
け
て
い
る
だ
け
に
、

オ
ー
セ
ン
テ
ィ
ッ
ク
で
完
成

度
の
高
い
仕
上
が
り
を
み
せ

て
い
る
。
国
内
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
シ
ェ
ア
ト
ッ
プ
の
同
社
の

技
術
革
新
は
、
今
後
も
続
い

て
い
く
だ
ろ
う
。

森
精
機
製
作
所
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短
期
間
納
品
と
多
種
多
様

部
品
へ
の
対
応
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
モ
ノ
づ
く
り
現
場
。

そ
の
流
れ
を
受
け
て
、
世
界

市
場
で
は
工
作
機
械
の
導
入

台
数
を
増
や
す
傾
向
に
あ

り
、
必
須
条
件
と
し
て
注
目

さ
れ
る
の
が
、
機
械
の
省
ス

ペ
ー
ス
化
で
あ
る
。
コ
ン
パ

ク
ト
で
高
速
・
高
精
度
の
主

軸
テ
ー
パ
ー

番
ク
ラ
ス
小

型
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

Ｍ
Ｃ

へ
の
ニ
ー
ズ
は
、

年
々
高
ま
っ
て
い
る
と
言
え

る
。
２
０
０
９
年
に
独
ギ
ル

デ
マ
イ
ス
タ
ー

Ｄ
Ｍ
Ｇ

と
資
本
・
業
務
提
携
し
た
森

精
機
製
作
所
は
、
日
本
国
内

で
の
Ｄ
Ｍ
Ｇ
製
品
の
販
売
を

担
っ
て
き
た
が
、
技
術
提
携

も
同
時
に
進
め
て
き
た
。
生

産
協
業
の
結
果
生
ま
れ
た

「
次
世
代
コ
ン
パ
ク
ト
マ
シ

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
　
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｌ

Ｔ
Ａ
Ｐ
７
０
０
」
は
、
両
社

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
力
を
余

す
と
こ
ろ
な
く
集
結
さ
せ
、

顧
客
の
生
産
性
と
効
率
性
向

上
を
約
束
す
る
。

　
同
製
品
の
特
徴
は
、
最
適

化
さ
れ
た
機
械
設
計
に
よ
る

ワ
イ
ド
な
加
工
エ
リ
ア
と
、

所
要
床
面
積
わ
ず
か
３
・
９

平
方

の
コ
ン
パ
ク
ト
ボ
デ

ィ
ー
だ
。
Ｘ
軸
７
０
０

、
Ｙ
軸
４
２
０

、
Ｚ

軸
３
８
０

の
広
い
加
工

域
を
確
保
し
つ
つ
、
製
品
ボ

デ
ィ
ー
の
幅
１
６
５
０

、
奥
行
き
２
３
５
０

と
、
一
般
的
な
タ
ッ
ピ
ン
グ

マ
シ
ン
と
比
べ
て

％
の
省

ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
お
り
、

同
製
品
と
同
じ
Ｘ
軸
７
０
０

ク
ラ
ス
機
で
は
最
小
サ

イ
ズ
だ
。
機
体
が
小
さ
く
な

っ
た
こ
と
で
作
業
空
間
を
広

く
取
る
こ
と
が
で
き
、
正
面

ド
ア
か
ら
加
工
エ
リ
ア
に
、

簡
単
・
快
適
に
ア
ク
セ
ス
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
動
的
性
能
に
優
れ
た
軸
駆

動
も
注
目
だ
。
早
送
り
速
度

は
全
軸
で
ク
ラ
ス
最
高
の
毎

分

を
、
加
速
度
は
Ｚ
軸

で
最
大
約
１
・
６
Ｇ

Ｇ
は

重
力
加
速
度

を
達
成
。
小

型
部
品
の
多
数
個
取
り
加
工

な
ど
、
早
送
り
と
切
削
送
り

を
頻
繁
に
繰
り
返
す
加
工
で

も
、
軽
量
化
さ
れ
た
移
動
体

が
生
み
出
す
高
加
速
度
に
よ

り
、
加
工
時
間
の
大
幅
短
縮

に
成
功
し
た
。
ま
た
主
軸
頭

に
は
、
内
蔵
の
ギ
ア
ユ
ニ
ッ

ト
と
完
全
機
械
制
御
の
工
具

交
換
シ
ス
テ
ム
を
一
体
化
し

た
「
自
動
工
具
交
換
装
置

Ａ
Ｔ
Ｃ

ハ
イ
ス
ピ
ー
ド

・
ツ
ー
ル
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
」

を
組
み
込
み
、
工
具
交
換
時

間
は
カ
ッ
ト
・
ツ
ー
・
カ
ッ

ト
１
・
５
秒
を
実
現
し
て
い

る
。
Ａ
Ｔ
Ｃ
に
は
標
準
で

本
、
最
大
で

本
の
工
具
が

収
納
可
能
。
非
切
削
時
間
の

短
縮
に
貢
献
し
、
生
産
性
を

飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
て
い

る
。

　
主
構
造
体
は
、
有
限
要
素

法

Ｆ
Ｅ
Ｍ

解
析
で
最
適

化
し
、
テ
ー
ブ
ル
周
り
に
振

動
の
少
な
い
構
造
を
採
用
す

る
こ
と
で
、
タ
ッ
ピ
ン
グ
マ

シ
ン
の
１
・
５
倍
以
上
の
静

的
剛
性
を
実
現
し
た
。
４
０

０

の
加
工
対
象
物

ワ

ー
ク

の
搭
載
が
可
能
な
ベ

ッ
ド
は
、
徹
底
的
な
構
造
解

析
、
強
固
な
鋳
物
の
採
用
、

主
軸
頭
を
対
称
構
造
と
す
る

こ
と
で
熱
変
位
に
強
く
、
剛

性
の
高
い
構
造
を
実
現
し

た
。

　
一
方
、
操
作
パ
ネ
ル
に
は

・
４

の
モ
ニ
タ
ー
が
搭

載
さ
れ
て
い
る
。
内
部
の
制

御
装
置
に
は
独
シ
ー
メ
ン
ス

製
の
「
８
４
０
Ｄ
ｓ
ｏ
ｌ
ｕ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
」
が
採

用
さ
れ
て
お
り
、
簡
単
で
効

率
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
が

可
能
で
、
操
作
性
を
高
め
て

い
る
。
ま
た
、
高
度
な
制
御

性
能
に
よ
り
、
ワ
ー
ク
の
輪

郭
を
正
確
に
捉
え
、
高
精
度

加
工
に
貢
献
し
て
い
る
。

　
全
加
工
プ
ロ
セ
ス
に
お
け

る
残
り
生
産
時
間
と
加
工
完

了
ワ
ー
ク
数
を
表
示
す
る

「
プ
ロ
グ
レ
ス
ラ
イ
ン
」

は
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
負
担

軽
減
に
寄
与
す
る
意
欲
的
試

み
と
し
て
高
く
評
価
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
機
械
の
基
本
構
造
に
沿
い

な
が
ら
、
前
面
下
部
へ
大
き

く
ラ
ウ
ン
ド
さ
せ
た
曲
面
処

理
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
あ
り

な
が
ら
窮
屈
感
を
感
じ
さ
せ

ず
、
ワ
ー
ク
へ
の
接
近
性
に

大
き
な
役
割
を
演
じ
て
い
る

と
い
え
る
だ
ろ
う
。
一
方
、

大
胆
な
ア
ン
シ
ン
メ
ト
リ
ッ

ク
・
ブ
ロ
ッ
ク
構
成
と
カ
ラ

ー
リ
ン
グ
、
加
工
室
内
中
央

に
構
成
さ
れ
た
円
形
ロ
ー
タ

リ
ー
テ
ー
ブ
ル
の
処
理
は
、

動
勢
を
は
ら
ん
で
力
動
感
・

信
頼
感
を
演
出
し
、
同
社
の

力
量
を
伺
わ
せ
る
仕
上
が
り

を
み
せ
て
い
る
。
共
同
開
発

第
１
号
機
と
し
て
Ｍ
Ｃ
に
タ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
一
体

化
さ
せ
た
同
製
品
は
、

番

テ
ー
パ
ー
Ｍ
Ｃ
を
上
回
る
機

能
・
性
能
を
実
現
し
て
お

り
、
大
き
な
競
争
力
を
発
揮

す
る
で
あ
ろ
う
。

（ ） 　　 （第２部） ２０１２年 平成２４年 ７月２６日 木曜日 　　


